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第７期 第９回東温市農業委員会議事録 

 

１．開催日時 令和３年４月８日（木） 午前９時３０分～ 

 

２．開催場所 東温市役所 ４階 大会議室 

 

３．出席委員（１７人） 

 

４．欠席委員（２人） 

 

５．議事録署名人の指名について（２人） 

 

６. 議案日程 

  議案第 31号 農地法第３条の許可申請について            （７件） 

  議案第 32号 農地法第５条第１項の許可申請について         （４件） 

  議案第 33号 農業振興地域整備計画の変更に係る意見について     （４件） 

  議案第 34号 農用地利用集積計画書について             （１件） 

  議案第 35号 農地中間管理事業に係る「農地利用集積計画」の決定 

及び「農地利用配分計画（素案）」への意見について    （１件） 

 

７. 農業委員会事務局職員（３人） 

 



2 

８．会議の概要 

○事務局長 

皆さん、おはようございます。ご起立ください。姿勢を正してください。一同、礼。

ご着席ください。本日の会議に先立ちまして、委員の皆様の出席状況をご報告いたしま

す。只今の委員の出席は１９名中１６名、４番 ◯◯ 委員さん、１４番 ◯◯ 委員さ

んの２名より欠席のご連絡をいただいております。なお、６番 ◯◯さんの到着が遅れ

ておりますが、過半数に達しておりますので、本会議が成立していることをご報告いた

します。なお、本日、推進委員等の傍聴者はございません。それでは○○会長、開会を

お願いします。 

 

○議長（会長） 

  皆さん、おはようございます。春爛漫なこの時期で麦の収穫も迫っておりますが、愛

媛県におきましては、新型コロナウイルスの罹患者が多数でております。先日行われた

知事の会見におきましても、非常に厳しい見方がされております。今後、農業委員会総

会の開催についても、何らかの方策を考えなくてはならないと事務局とも話をしている

ところであります。新しい年度が始まり、人の異動もありますが、昨年度よりそれぞれ

の地域において、人・農地プランの見直しを進めております。しかしながら、あまり時

間がありません。５年後を見据えた場合、特に中山間部においては、非常に厳しいもの

があります。我々の奥松瀬川の地域でも何人かの担い手を作ってきた訳ではありますが、

団塊の世代が皆リタイアをするとなると、担い手の荷が重すぎるのではないかと感じて

おります。これをどう打破していくかが、今年度の農業委員会の一つの重要なテーマに

なってくるんじゃないかと思っております。こういう時期ですから、農地利用最適化推

進委員さんとの合同会議もなかなか出来ませんし、懇親会といった場も我々が着任して

から設けておりませんが、是非コロナに気を付けながら、地域での話し合いを進めて行

ってもらえたらと思います。 

それでは、只今から第９回農業委員会を開会いたします。 

本日の議事録署名人ですが、２番 ◯◯委員さん、３番 ◯◯委員さん、よろしくお願

いします。それでは、今年度につきましては、４月に人事異動がありましたので、専決

事項の人事異動について報告いたします。専決第１号東温市農業委員会職員の任免につ

いて、次のとおり専決処分する。令和３年４月１日 東温市農業委員会 会長 ◯◯ ◯

◯ 東温市市長部局に出向を命ずる 職員 ◯◯ ◯◯。東温市農業委員会事務局職員

に任命する。 農業委員会事務局勤務を命ずる。農地係長を命ずる ◯◯ ◯◯。農地

係長の兼職を解く ◯◯ ◯◯。以上でございます。それでは、新人の◯◯係長から一

言あいさつをお願いします。（◯◯係長あいさつ） 

早速ですけれども、議案審議。本日は１６件あります。出来るだけスムーズに進めたら

と思いますので、ご協力をお願いします。それでは、事務局お願いします。 

 

○事務局 

議案第３１号、農地法第３条の許可申請についてということで、１番 譲渡人 東温

市◯◯ ◯◯番地◯ ◯◯さん。譲受人 東温市◯◯ ◯◯番地◯ ◯◯さん。土地は、
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◯◯ ◯◯番地◯、田、８３㎡、同所同字◯◯番◯、田、１，０５７㎡、同所同字◯◯

番◯、田、３０３㎡、合計３筆で１，４４３㎡です。譲受人の耕作状況について申し上

げます。権利内容は、売買です。作付作物は水稲です。主な農機具の保有状況は、トラ

クター、耕うん機、コンバイン、田植機を保有しております。労働力は、本人、常時１

人です。耕作面積は５，５８０㎡。周辺農業経営への影響は、特に支障なしということ

で、農地法第３条第２項各号の不許可要件ですが、１から７いずれにも該当しないため、

許可要件はすべて満たしていると考えております。以上です。 

 

○議長（会長） 

  この件につきましては、地元、◯◯委員さんとなりますので、確認結果の報告をお願

いします。 

 

○委員 ◯◯委員 

  説明します。場所は国道４９４号線◯◯集落から◯◯集落に入ったところの、道下に

なります。以前から、譲渡人と譲受人との間では、売買をするという約束が出来ていた

ようで、この度譲受人が正式に売買の申し込みをしたということであります。ご審議を

よろしくお願いします。 

 

○議長（会長） 

  只今、◯◯委員さんからの説明がありましたが、皆さんのご意見お伺いしたらと思い

ます。何かご意見ございませんか。 

（   意見 ・ 質問   なし   ） 

ないようでしたら採決をしたらと思います。承認される方の挙手を求めます。 

（   全員挙手   ） 

全員挙手で、承認いたします。続きまして、２番目の案件につきまして、事務局より

説明願います。 

 

○事務局 

２番 譲渡人 東温市◯◯ ◯◯番地◯ ◯◯さん。譲受人 東温市◯◯ ◯◯番地

◯ ◯◯さん。土地は、◯◯ ◯◯番地、田、４００㎡、同所同字◯◯番◯、田、６７

７㎡、同所同字２８０番３、田、１７３㎡、合計３筆で、合計面積は１，２５０㎡です。

権利内容は売買です。作付作物は、甘草、季節野菜です。主な農機具の保有状況は、草

刈機を所有しており、トラクター、マルチャー、軽トラは借受を行います。労働力は本

人、常時１人と臨時で妻１人です。耕作面積は３，１８３㎡。周辺農業経営への影響に

つきましては、特に支障なしということです。なお、譲受人の◯◯さんにつきましては、

東温市では新規就農ということで、３月２５日９時から◯◯委員さんにもご同席いただ

きまして、面接を実施しております。別紙１の１ページをご覧ください。農地法第３条

第２項の該当の有無について確認をしております。第１号ですが、確認結果といたしま

して、必要な知識や技術については、甘草の取引会社が指導、助言を行う。農機具につ

いては草刈機を所有しており、トラクター、マルチャー軽トラを借りて耕作する。第２
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号ですが、該当ありません。第３号ですが、該当ありません。第４号ですが、兼業農家

として常時本人１人と、臨時で妻が行います。第５号、下限面積制限ですが、松前町で

３，１８３㎡を所有、東温市で１，２５０㎡を申請しており、合計４，４３３㎡を取得

見込でありますので、要件を満たしております。続きまして第６号ですが、該当ありま

せん。第７号ですが、地元農家の指導助言に従い耕作を行っていきます。また、農道、

水路等の維持管理作業を行い、地域における農業の維持発展に関する話し合い活動等に

参加するとのことです。農地法第３条第２項各号には該当しないため、許可要件はすべ

て満たしていると考えております。以上です。 

 

〇議長（会長） 

  この件につきましては、地元、◯◯委員さんですので、確認結果のご報告をお願いし

ます。 

 

〇委員 ◯◯委員 

  説明させて頂きます。地図５ページをご覧下さい。県道森松重信線の〇〇交差点より

も西になりますが、そこから南側にあります。◯◯さん（譲受人）は現在、建設業をさ

れていますが、この甘草という作物は、医療用とか甘味料とかそういった用途で使われ

るものだそうで、作物を植えてからは５年間くらい一切消毒など何もしないということ

で、あとは、マルチから生えて来る草の除草をする。全て人の手で除草するという作業

だけになるそうです。それから、現在◯◯さん（譲受人）は団地にお住まいなんですけ

れども、この農地の中に◯◯さん（譲渡人）の居宅があり、この居宅を農地と共に購入

されまして、ここに新しく家を建てて越してこられるそうです。なので、農地に目も行

き届くということで、農業を始められるそうです。そして、◯◯さんと言われる方が、

取引先の社長さんであり、その方がもう長年甘草の耕作をやってこられており、中国の

輸入ばかりで国産の物がなにもないということで始められておりまして、この方からの

指導・助言、あるいは、甘草の苗についてもそちらから受けて、出来上がった甘草につ

いては、松前町の工場の方で加工するそうです。以上のような事で、周辺の一般住宅等

への支障はないと判断しました。また、農道・水路の維持管理につきまして、地元に協

力して貰えるということであります。よろしくご審議お願いします。 

 

〇議長（会長） 

  只今、◯◯委員さんからご説明いただいたんですが、何かご意見ご質問はございませ

んでしょうか。 

 

◯委員 ◯◯委員 

 下限面積というのは、市外の農地を保有しておれば、そこがどこであっても保有面積と

して算入するのか。 

 

◯事務局 

 営農可能な範囲かどうかで判断される。今回の案件では、松前町で農地を保有されてい
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て、東温市で就農されるということなので、営農可能な範囲であり経営面積とみなされる。

経営できるかが一つの判断要素になると思います。 

 

○議長（会長） 

 このことについては、一定の基準というものはない。通作距離、通って作物を作付でき

るかということがあり、以前は、松山市に農地を持っていても不許可になった事例もあっ

た。ただそれは、もう２０年も３０年も前のことであり、現在は、通作距離も拡大してい

る状況もあり、事務局でまずは判断をしている。 

 他にございませんか。 

 

◯委員 ◯◯委員 

 建設業の方というのは、他業種でもあり、少し神経質にならざるを得ないんですけれど

も、この方は現在も松前町で甘草を作っていますか。 

 

◯委員 ◯◯委員 

 松前町の方で始められて、そして、東温市でも始められるということですが、土地を選

定する際には、除草剤を使っているのか、水稲を植えていたのかなど調べた上で、そうい

った場合は、甘草を植えられないので、慎重に選定しているそうです。また、建設業と言

っても自営であり、農業にかける時間はとれるそうです。 

 

○議長（会長） 

 他にございませんか。 

（   意見 ・ 質問   なし   ） 

ないようでしたら採決を行います。承認される方の挙手を求めます。 

（   全員挙手   ） 

全員挙手で、承認いたします。続きまして、３番、４番について借受人が同一になっ

ておりますので、一括して審議したらと思います。事務局より説明願います。 

 

○事務局 

３番 貸付人 東温市◯◯ ◯◯番地◯ ◯◯さん。借受人 東温市◯◯ ◯◯番地

◯ ◯◯さん。土地は、◯◯ ◯◯番地◯、畑、３２５㎡、です。権利内容は使用貸借

権の設定３年です。作付作物は水稲、季節野菜です。主な農機具の保有状況は、トラク

ター、耕うん機、軽トラック、草刈機を所有しており、コンバイン、田植機を借受ける

ということになっております。労働力は、本人、妻の常時２人です。耕作面積はござい

ません。周辺農業経営への影響は、特に支障なしということで、つづきまして、４番 貸

付人 東温市◯◯ ◯◯番地◯ ◯◯さん。借受人 東温市◯◯ ◯◯番地◯ ◯◯さ

ん。土地は、◯◯ ◯◯番地◯、田、１，０３７㎡、同所同字◯◯番◯、田、１，２５

７㎡、同所同字◯◯番◯、田、８５４㎡、◯◯ ◯◯番地◯、田、３４１㎡、同所同字

◯◯ ◯◯番地◯、畑、３６６㎡ 合計５筆、合計面積は３，８５５㎡です。権利内容

は使用貸借権の設定３年です。以下３番と同じであるため、省略させていただきます。
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◯◯さん（譲受人）につきましては、東温市では新規就農という事で、別紙１ ３ペー

ジをご覧下さい。３月２４日９時から◯◯委員さん、◯◯委員さんにご同席いただきま

して、面接を実施しております。農地法第３条第２項の該当の有無について確認をして

おります。第１号ですが、確認結果といたしまして、季節野菜等の栽培の経験があり必

要な知識や技術は習得済みである。農機具については現在、トラクター、耕うん機、草

刈機、軽トラックを所有しており、今後、必要に応じて、新たに農機具の購入も考えて

いる。第２号ですが、該当ありません。第３号ですが、該当ありません。第４号ですが、

専業農家として、常時本人と妻が行います。第５号、下限面積制限ですが、田：３，４

８９㎡、畑：６９１㎡、合計４，１８０㎡を取得見込でありますので、要件を満たして

おります。続きまして第６号ですが、該当ありません。第７号ですが、地元農家や JA

の指導、助言に従いながら耕作を行っていく。また、農道、水路等の維持管理作業を行

い、地域における農業の維持発展に関する話し合い活動等に参加するとのことです。農

地法第３条第２項各号には該当しないため、許可要件はすべて満たしていると考えてお

ります。以上です。 

 

〇議長（会長） 

  この件につきましては、地元、◯◯委員さん、◯◯委員さんですので、まず◯◯委員

さんの方から説明をお願いします。 

 

〇委員 ◯◯委員 

  この◯◯さん（譲渡人）と◯◯さん（譲受人）（３番案件）は東温市の北方下海上の方

で小さい時からの知り合いです。畑をさせてもらいたいとのことで、当人立ち合いのも

と現場にも行ってきました。熱心に作っておられたので、これなら何も問題無いと思っ

ております。審議をお願いします。 

 

◯委員 ◯◯委員 

  ◯◯さん（譲渡人）と◯◯さん（譲受人）（４番案件）との関係でございますけれども、

◯◯さん（譲受人）の奥さんが、〇〇さん（譲渡人）の妹さんということで親戚関係に

あります。昨年、〇〇さん（譲渡人）が病気をして、状況が悪いという事で、〇〇さん

（譲受人）が農業を手伝いたいということで農地を借り受けることになったとのことで

す。現地の方も確認しましたけれども、農地として耕作しておりますので、問題ないと

思われます。 

 

〇議長（会長） 

  それでは皆さんのご意見をお伺いしたらと思います。何かございますでしょうか。 

（   意見 ・ 質問   なし   ） 

ないようでしたら採決をしたらと思います。承認される方の挙手を求めます。 

（   全員挙手   ） 

全員挙手で、承認いたします。続きまして、５番、６番について事務局より説明願い

ます。 
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○事務局 

５番 貸付人 東温市◯◯ ◯◯番地◯ ◯◯さん。借受人 東温市◯◯ ◯◯番地

◯ ◯◯さん。土地は、◯◯ ◯◯番地◯、田、６１０㎡、同所同字◯◯ ◯◯番地◯、

田、７１１㎡、同所同字◯◯番◯、田、７６０㎡ 合計３筆で、合計面積は２，０８１

㎡です。権利内容は、使用貸借設定５年です。作付作物は里芋、ブロッコリーです。主

な農機具の保有状況は、トラクター、田植機、コンバイン、乾燥機、籾摺り機、移植機

を借り受ける予定です。労働力は、本人、父、母の常時３人です。耕作面積はありませ

ん。周辺農業経営への影響は、特に支障なしということで、つづいて６番。貸付人 東

温市◯◯ ◯◯番地◯ ◯◯さん。借受人 東温市◯◯ ◯◯番地◯ ◯◯さん。土地

は、◯◯ ◯◯番地◯、田、１，５８９㎡、同所同字◯◯ ◯◯番地◯、田、６７７㎡ 

合計２筆で、合計面積は２，２６６㎡です。権利内容は、使用貸借設定５年です。以下

５番と同じであるため省略します。〇〇さん（譲受人）につきましては、東温市では新

規就農という事で、別紙１ ５ページをご覧下さい。３月２４日１０時から◯◯委員さ

んにご同席いただきまして、面接を実施しております。農地法第３条第２項の該当の有

無について確認をしております。第１号ですが、確認結果といたしまして、両親が農業

を営んでおり、認定農業者である父から指導、助言を受けながら必要な知識、技術を習

得していく。農機具については、コンバイン、トラクター、乾燥機、籾摺り機、草刈機、

里芋畝立機、管理機、移植機、動噴器を家族と共有し、使用する。第２号ですが、該当

ありません。第３号ですが、該当ありません。第４号ですが、兼業農家として、常時本

人、父、母の３人が行います。第５号、下限面積制限ですが、田：４，３４７㎡を取得

見込でありますので、要件を満たしております。続きまして第６号ですが、該当ありま

せん。第７号ですが、地元農家や JA の指導、助言に従いながら耕作を行っていく。また、

農道、水路等の維持管理作業を行い、地域における農業の維持発展に関する話し合い活

動等に参加するとのことです。農地法第３条第２項各号には該当しないため、許可要件

はすべて満たしていると考えております。以上です。 

 

〇議長（会長） 

  この件につきましては、地元、◯◯委員さんですので、確認結果のご報告をお願いし

ます。 

 

〇委員 ◯◯委員 

  ５番、６番の貸付人である〇〇さんと〇〇さんはご夫婦であります。そして、〇〇さ

ん（譲受人）は二人の息子さんです。息子さんは、現在勤務しておりますが、母親が体

が弱いということで兼業によりいまから農業を手伝って、将来経営移譲を受けるとのこ

とであります。父親の〇〇さんにつきましては、農地利用最適化推進委員をしておられ、

認定農業者でもあります。技術的なものは、十分達成していると思われますので、ご審

議よろしくお願いします。 

 

◯委員 ◯◯委員 
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 〇〇さん（譲受人）は新規就農の補助金を受けられる対象の方ですか。 

 

◯委員 ◯◯委員 

 現在勤務をしておられ、兼業でやっていくため対象ではありません。 

 

◯委員 ◯◯委員 

 親子だったら、そのままでも良いのではないかと思うが。 

 

◯事務局 

 将来相続するという事も考えられ、今回使用貸借で申請することの事情は分からないが、 

今回は新規就農の案件であり、特段問題はない。 

 

〇議長（会長） 

  それでは皆さんのご意見をお伺いしたいと思いますが、何かございませんか。 

（   意見 ・ 質問   なし   ） 

ないようでしたら採決をしたらと思います。承認される方の挙手を求めます。 

（   全員挙手   ） 

全員挙手で、承認いたします。続きまして、７番について事務局より説明願います。 

 

○事務局 

７番 土地所有者 松山市◯◯ ◯◯番地◯ ◯◯さん。権利者 松山市◯◯ ◯◯

番地◯ ◯◯さん。売電業を営んでいます。土地は、◯◯ ◯◯番地◯、田、１１９２

㎡です。権利内容は、地上権設定です。設定目的は営農型太陽光発電設備を設置するた

め、区分地上権の設定を行います。周辺農業経営への影響は、特に支障なしということ

で、このことについて補足させていただきますと、後ほどご説明します第５条許可申請

の案件の中で、有限会社〇〇さんが太陽光発電設備を設置するという申請が出てきてお

ります。太陽光発電設備を設置するために、区分地上権を設定するということでありま

す。営農型太陽光発電設備を農地に設置しながら、営農を適切につづけるため、上空の

空間に地上権を設定します。 

国からの通達に基づきまして、設置者と営農者が異なる場合には、農地法第５条と区分

地上権を設定する法第３条許可申請を同時に行うことになっております。 

本申請につきましては、通常の貸借や所有権移転にかかる農地法第３条の許可申請と

は異なり、農地法第３条第２項の各号の下限面積等の基準を満たす必要がなくても良い

こととなっております。周辺農地への影響につきましては、本申請が区分地上権の設定

に限られるため、ないものと考えられます。以上です。 

 

〇議長（会長） 

  只今事務局から説明を受けたわけですが、この件につきましては、地元、◯◯委員さ

んですので、確認結果のご報告をお願いします。 

〇委員 ◯◯委員 



9 

  ご説明いたします。９ページをご覧下さい。場所は国道４９４号線東谷小学校から約

５００ｍほど東になります。対象地の北側にも所有者である〇〇氏が自ら太陽光発電設

備を設置するという事で、転用の承認を頂いております。今回の申請については、有限

会社〇〇の取締役 〇〇さんは、〇〇さん（土地所有者）の姪であり、売電業を営んで

おります。５条の許可をいただき、有限会社〇〇の方で、太陽光発電設備を設置したい

ということであります。場所的には、非常に景色の良い所であり、景観上は好ましくは

ないのですが、下でシキミを作るという事で、既に取り組んでおられますので、まずは

３年設置するということで了解しております。そのようなことで支障がないものと思わ

れますので、ご審議お願いします。 

 

〇議長（会長） 

  只今◯◯委員さんからご説明いただきましたが、皆さんから何かご意見ございません

でしょうか。 

 

◯委員 ◯◯委員 

 区分地上権の設定は何年になっているのか。 

 

◯事務局 

 ８番で出てきます、一時転用の期間である３年と同じ期間を設定することになっている。 

 

○議長（会長） 

  他にございませんか。 

（   意見 ・ 質問   なし   ） 

ないようでしたら採決をしたらと思います。承認される方の挙手を求めます。 

（   全員挙手   ） 

全員挙手で、承認いたします。続きまして、議案第３２号、農地法第５条第１項の許

可申請についてを議題とします。事務局より説明願います。 

 

○事務局 

 ８番 土地所有者 東温市◯◯ ◯◯番地◯ ◯◯さん。権利者 松山市◯◯ ◯◯番

地◯ 有限会社◯◯ 取締役◯◯さん。土地は、◯◯ ◯◯番地◯、田、１１９２㎡で、

７番と同じです。都市計画区域はその他の区域。農地区分は第１種農地です。農用地区

域は農用地区域外。転用目的は営農型太陽光発電設備の設置で、権利内容は使用貸借権

設定です。開発許可不要です。以上です。 

 

◯議長（会長） 

８番の案件につきましては、７番と一緒に事務局及び地元◯◯委員さんの説明は終わっ 

ております。皆さんから何かご意見ございませんでしょうか。 

 

◯委員 ◯◯委員 
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 ８番の議案をみると、一時転用（３年）とあり、さきほど◯◯委員さんから説明してい

ただいたように下にシキミを植えるという事でありましたが、もうちょっと長い期間転用

するのではないかと思いますが、３年というのは決まっているのですか。 

 

○事務局 

一時転用の許可年数は、３年間と決まっており、３年が来たら更新することになって

います。更新の際には、再度農業委員会にお諮りすることになっています。 

 

○議長（会長） 

  他にございませんか。 

（   意見 ・ 質問   なし   ） 

ないようでしたら採決をしたらと思います。承認される方の挙手を求めます。 

（   全員挙手   ） 

全員挙手で、承認いたします。続きまして、９番について、事務局より説明願います。 

 

○事務局 

９番 貸付人 東温市◯◯ ◯◯番地◯ ◯◯さん。借受人 松山市◯◯ ◯◯番地

◯ ◯◯さん、◯◯さん、持分２分の１ずつです。土地は、◯◯ ◯◯番地◯、田、１

８４㎡、同所同字◯◯番◯、田、１０㎡、合計２筆で、合計面積が１９４㎡です。都市

計画区域は市街化調整区域。農地区分は鉄道の駅からおおむね３００ｍ以内にある農地

という理由から第３種農地と判断されます。農用地区域は農用地区域外。転用目的は分

家住宅で、権利内容は使用貸借権の設定です。開発許可は必要です。令和２年９月１０

日に開催されました第２回委員会で除外意見を決定済みの案件です。以上です。 

 

〇議長（会長） 

  この件につきましては、先程の説明のとおり、第２回の委員会で除外意見の決定をし

ております。その後のことについて、地元、◯◯委員さんから報告をお願いします。 

 

〇委員 ◯◯委員 

１０番の関連する土地における農業用倉庫の用途区分変更の話も整い、問題は無いか

と思います。ご審議よろしくお願いします。 

 

〇議長（会長） 

  それでは皆さんのご意見をお伺いしたらと思いますが、何かございますでしょうか。 

（   意見 ・ 質問   なし   ） 

無いようでしたら、採決を行います。承認される方の挙手を求めます。 

（   全員挙手   ） 

全員挙手で、承認いたします。続きまして、議案第３３号、農業振興地域整備計画の

変更に係る意見について、議題とします。事務局より説明願います。 
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〇事務局 

議案第３３号、農業振興地域整備計画の変更に係る意見についてということで、用途

区分の変更です。農用地から農業用施設用地への変更です。農用地からは除外されませ

ん。また、分筆登記は不要でございます。１０番 所有者、申出者、共に 東温市見奈

良６２６番地５ 〇〇さん。土地は、◯◯ ◯◯番地◯、田、１４９㎡です。都市計画

区域は市街化調整区域。農地区分は農用地区域内農地で、農振整備計画において定めら

れた農用地区域内にある農地という理由から、農用地区域内農地と判断されます。転用

目的は農業用施設用地で農業用倉庫を建てるということです。開発許可は不要。転用許

可も不要です。以上です。 

 

○議長（会長） 

  この件につきましては、先程地元◯◯委員さんにご説明いただいております。 

何かございますでしょうか。 

（   意見 ・ 質問   なし   ） 

ないようでしたら採決をしたらと思います。承認される方の挙手を求めます。 

（   全員挙手   ） 

全員挙手で、承認いたします。続いて、議案第３４号、農用地利用集積計画書につい

て、議題とします。事務局より説明願います。 

 

◯事務局 

お手元にお配りしております。農用地利用集積計画書をご覧ください。 

令和３年度第１号農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定により農用地利用集

積計画を定めるものです。概要についてご説明いたします。表紙をめくってください。 

 

今回は４月２０日開始分です。申し出件数は２０８件、面積は５５９，１００㎡。 

その内、期間借地は１０件、面積は２１，０７８㎡となっています。 

貸し手は１９５名、借り手は１０９名です。期間は、１年から１０年となっています。

中でも５年契約が最も多くなっています。作物別設定面積で米以外１０種となっており

ます。米１０ａあたりの賃借料については、今回、現金での最高値１００，０００円、

最安値２，４００円です。現物では、最高３００㎏、最低９㎏となっております。 

 

地目別は、田 ５５４，４２０㎡、畑 ４，６８０㎡です。次のページから期間別、

地目別の面積等が記載しております。 

 

以上が概要でございますが、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の東温市が定め

ております農業経営基盤の強化の促進に関する基本構想に適合していると考えます。 

以上です。 

 

○議長（会長） 

  この件につきまして、皆さんのご意見をお伺いしたらと思います。 
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○委員 ◯◯委員 

 現金での最高値１００，０００円とありますが、どのようなものを作付しているのです

か。 

 

◯事務局 

 アセロラとか特殊な果樹を〇〇さん（法人）が作付しておりますが、通常よりも大 

分高値になっています。 

 

○委員 ◯◯委員 

賃借金の平均値はどうなっているのか。 

 

◯事務局 

 利用集積の３回の平均を年末に集計して、ホームページに公表することとしております。 

  

○議長（会長） 

 他に何かございませんか。 

（   意見 ・ 質問   なし   ） 

ないようでしたら採決をしたらと思います。承認される方の挙手を求めます。 

（   全員挙手   ） 

全員挙手で、承認いたします。続きまして、議案第３５号、農地中間管理事業に係る

「農地利用集積計画」の決定及び「農地利用配分計画（素案）」への意見について、議題

とします。事務局より説明願います。 

 

◯事務局 

 この事業は、農地中間管理機構が土地所有者と借受者との間に入って作付を行う事業で 

あり、要件を満たす場合、国から県を通じて協力金がでる仕組みとなっておりますが、今 

回は協力金は発生しない案件となります。 

機構は、農地の借り受けを行うにあたり、市が作成する農地利用集積計画の決定の公告 

写しが必要とされております。また、機構が農地利用配分計画を作成するに当たり、市に

素案の作成を求められるとされており、その際に、農業委員会の意見を求めることとなっ

ております。今回、次の方から農地の貸借を行いたいと申し入れがありましたので、審査

をお願いしたいと思います。１番：〇〇さん、２番：〇〇さんの農地を〇〇さんに貸し付

けます。２ページに集積計画、３ページに配分計画があります。場所は、東温市見奈良字

廣坪５１８番３、田、１，１５９㎡、同所同字５２４番１、田、１，１２５㎡で４ページ

に地図がございます。つづいて、３番：〇〇さんの農地を〇〇さんに貸し付けます。５ペ

ージに集積計画、６ページに配分計画があります。場所は、東温市◯◯字◯◯ ◯◯番◯、

田、１，４３４㎡、同所同字◯◯番◯、田、５３０㎡、同所同字◯◯番◯、田、９３１㎡

で７ページに地図がございます。つづいて、次の方から農地の借受者の変更を行いたいと

の申出がありましたので、審査をお願いします。１番：〇〇さんから〇〇さんへ借受者を
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変更します。８ページに配分計画があります。場所は、東温市同所同字〇〇番◯、田、６

５３㎡、同所同字〇〇番◯、田、１，９１３㎡、同所同字〇〇番◯、田、６０８㎡、同所

同字〇〇番◯、田、１，７１０㎡、同所同字〇〇番◯、田、１，８１８㎡で、９ページに

位置図があります。つづきまして、２番：〇〇さんから〇〇さんに借受者を変更します。

〇〇さんが借受していた農地の内、東温市同所同字〇〇番◯、田、１，３２２㎡、同所同

字〇〇番◯、７７９㎡については、〇〇さんが引き続き耕作します。◯◯ ◯◯番地◯、

田、１，４６３㎡につきましては、〇〇さんが借受を行います。今回は、借受者に対する

農地の内訳が変更になるため、１０ページのとおり、〇〇さんと中間管理機構の間で、賃

貸借の解約を行っております。１１ページ及び１２ページに配分計画を掲載しております。

場所については、１３ページにあるとおりです。以上です。 

 

○議長（会長） 

  この件につきまして、皆さんのご意見を伺いたいと思います。何かございませんか。 

 

○委員 ◯◯委員 

  １ページの農地の借受人の変更についてですが、この手続きについては、事務局が行

っているのか。それとも、本人からの話があって、事務局がお手伝いをしているのか。 

 

◯事務局 

 現状では、どちらかからのご相談があった後に、その手続きに必要な書類を渡している。 

 

○委員 ◯◯委員 

 もし、借受人が変更があった場合に、何も手続きをとらないで放っておいた場合に何か 

不都合が生じるのか。 

 

◯事務局 

 相談がない場合には、分からないという事も有り得る。しかし、相談があった場合は、 

手伝いさせていただくということです。 

 

◯委員 ◯◯委員 

 中間管理機構への貸付期間の１０年のうちに、借受人の変更は可能か。 

 

◯事務局 

 特に多いのは、借受者の都合が悪くなったとか、病気になったとかいう理由で変更にな 

ることがあります。確かに、１０年間という長い期間なので、中途で事情変更は起こり 

得るものと認識している。案件によっては、協力金もあったりするので、解約してしまう 

と、協力金を返還しないといけなくなる事案もあるので、中間管理権の設定まではそのま 

まで、機構から作り手への貸付の変更をするということであれば、協力金の返還は発生し 

ない。そのやり方を機構に教えてもらいながら行っている。 
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◯委員 ◯◯委員 

 今回の事案については、協力金の返還は発生しないのか。 

 

◯事務局 

 今回の事案については返還は発生しません。農業をしていた人が、離農するタイミング 

で農地の貸し借りを行い、自分が耕作する農地を１反未満にまで抑えて、その他の農地を 

担い手の方に機構を通じて貸し借りをされると要件を満たして、協力金の対象になる。 

 なお、協力金の制度については、今年度で終了する予定です。 

 

○議長（会長） 

  今後も農地の貸借というのは増えて来る。今回の審議案件にあっても、農地法第３条、

利用権設定、中間管理機構への貸付と３種類の方法がある。農業委員として相談を受け

た場合は、将来の見通し、補助金等様々な事を勘案して、取り組んで頂きたいと思いま

す。 

 

  他に何かご意見、ご質問等はございますでしょうか。 

（   意見 ・ 質問   なし   ） 

ないようでしたら採決を行います。承認される方の拍手を求めます。 

（   全員拍手   ） 

全員拍手で、承認いたします。 

 

  本日の議案審議については、１６件、これで全て終了しました。次回の農業委員会は

５月１０日となっており、農地利用適正化推進委員さんとの合同会を開きたいと考えて

いるのですが、コロナの影響を見ながら、合同会の開催が可能かどうか、今後判断した

らと考えております。 

以上で第９回農業委員会を閉会いたします。熱心なご審議ありがとうございました。 

 

 


